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福
祉
避
難
所
の
課
題
と
運
用

　

災
害
時
に
要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所

に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
か
ら
以
下
の
よ
う
な
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
福
祉
避
難
所
を
公
表
す
る
と
、
大
勢
の
人
が
押
し

か
け
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。

②
福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難
を
認
め
る
と
、
誰
が

来
る
の
か
、
何
人
来
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

混
乱
す
る
。

③
福
祉
避
難
所
は
、
災
害
発
生
前
の
避
難
情
報
発
令

段
階
で
開
設
し
、
空
振
り
に
な
る
と
そ
の
費
用
は

市
区
町
村
の
負
担
に
な
る
。

④
福
祉
避
難
所
は
二
次
避
難
所
と
い
う
こ
と
で
、
よ

う
や
く
福
祉
施
設
の
協
力
を
得
て
協
定
を
締
結
で

き
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

①
福
祉
避
難
所
は
公
表
し
な
い
。

②
福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難
は
認
め
な
い
。

③
避
難
情
報
発
令
段
階
で
は
福
祉
避
難
所
は
開
設
せ

ず
、
災
害
発
生
後
、
数
日
し
て
あ
る
程
度
落
ち
着

い
て
か
ら
開
設
す
る
。

④
一
般
の
指
定
避
難
所
に
い
る
人
の
中
か
ら
、
保
健

師
な
ど
が
福
祉
避
難
所
に
行
く
人
を
判
断
す
る
。

　

実
際
に
、
あ
る
大
都
市
の
福
祉
避
難
所
の
説
明
で

は
次
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
る
。

【
福
祉
避
難
所
と
は
】

●
高
齢
者
、
障
害
児
・
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど

の
要
援
護
者
の
う
ち
、
体
育
館
な
ど
で
の
避
難
生

活
に
支
障
が
あ
る
方
に
は
、
各
地
域
防
災
拠
点
で

要
援
護
者
向
け
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

→
そ
れ
で
も
、
地
域
防
災
拠
点
で
の
避
難
生
活
が
難

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
二
次

的
な
避
難
所
が「
福
祉
避
難
所
」で
す
。

【
福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
】

●
地
域
防
災
拠
点
や
自
宅
で
の
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
が

対
象
で
す
。

●
専
門
職（
保
健
師
）な
ど
が
、
本
人
の
状
況
や
要
介

護
認
定
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
、
福
祉
避
難
所
へ

の
避
難
の
必
要
性
を
判
断
し
ま
す
。

●
福
祉
避
難
所
が
必
要
な
機
能
や
役
割
を
果
た
す
た

め
に
、
対
象
と
判
断
さ
れ
な
い
方
は
避
難
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
福
祉
避
難
所
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
必
ず
開
設

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
運
用
は
、
行
政
に
と
っ
て
は
都
合
が
良

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
の
避
難
所
に
は
行
け
な

い
要
配
慮
者
、
例
え
ば
認
知
症
高
齢
者
、
精
神
障
が

い
者
、
自
閉
症
な
ど
の
障
が
い
児
お
よ
び
そ
の
家
族

へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所
へ

行
け
る
か
ど
う
か
を
行
政
が
判
断
し
、
要
配
慮
者
が

主
体
的
に
選
択
す
る
余
地
が
ほ
ぼ
な
い
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
人
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
か
。

●
子
ど
も
は
自
閉
症
で
大
勢
の
人
が
い
る
避
難
所
に

は
行
け
ま
せ
ん
。
で
も
、
市
か
ら
は
「
福
祉
避
難

所
へ
の
直
接
避
難
は
で
き
ま
せ
ん
。
福
祉
避
難
所

は
災
害
が
発
生
し
て
数
日
後
に
開
設
す
る
予
定
で

す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
、
早
め
の
避
難

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
ど
こ
に
避

福
祉
避
難
所
の
在
り
方
を
考
え
る
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難
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

●
祖
母
は
認
知
症
で
す
。
い
つ
も
通
っ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
福
祉
施
設
に
避
難
す
れ
ば
安
心

な
の
で
す
が
、
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
避
難
所
は
学
校
の
体
育
館
で
す
が
、
絶
対

に
無
理
で
す
。
そ
れ
で
、
い
つ
も
避
難
し
て
い
ま

せ
ん
。

熊
本
市
の
福
祉
避
難
所
等
の 

設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定

　

熊
本
市
は
、
２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
後
の

関
係
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、
本
年
８
月
、「
福
祉

避
難
所
等
の
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
改
定
し
た
。

原
則
、
福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難
は
で
き
な
い

と
し
た
も
の
の
、
特
別
支
援
学
校
の
福
祉
子
ど
も

避
難
所
に
は
一
部
直
接
避
難
を
認
め
て
い
る
。
ま

た
、
Ｑ
＆
Ａ
に
示
さ
れ
た
運
用
に
経
験
が
生
か
さ
れ

て
い
る
。

Ｑ
７
）
直
接
、
施
設
に
避
難
出
来
な
い
の
？

Ａ
７
）
原
則
、
直
接
避
難
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

指
定
避
難
所
等
に
避
難
さ
れ
た
方
の
中
で
、

要
配
慮
者
と
さ
れ
る
方
の
状
態
や
受
入
施
設
の

被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
施
設
と
要
配
慮
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
市
対
策
部
が
行
い
案
内
し
ま
す
。

た
だ
し
、
各
特
別
支
援
学
校
の
在
学
生
と
そ
の

家
族
、
未
就
学
の
障
が
い
児
と
そ
の
家
族
（
指
定

避
難
所
等
へ
の
避
難
が
可
能
な
方
を
除
く
）
は
、

各
特
別
支
援
学
校
に
設
置
す
る
福
祉
子
ど
も
避

難
所
に
直
接
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
12
）
直
接
避
難
の
対
象
と
し
て
い
な
い
要
配
慮

者
等
や
一
般
市
民
が
福
祉
子
ど
も
避
難
所
等
と

し
て
協
定
し
て
い
る
施
設
に
一
時
避
難
し
た
と

き
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
12
）
直
接
避
難
の
対
象
と
し
て
い
な
い
要
配
慮

者
等
が
、
市
の
判
断
を
受
け
ず
に
避
難
さ
れ
た
場

合
は
一
旦
受
け
入
れ
、
各
区
対
策
部
保
健
福
祉
班

の
保
健
師
等
の
巡
回
の
際
に
、
福
祉
避
難
所
に

お
け
る
受
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
判
断
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
児
等
で
な
い
一
般
の
方
が
一

時
的
に
福
祉
子
ど
も
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
場

合
は
、
災
害
が
お
さ
ま
り
安
全
が
確
認
さ
れ
次

第
、
近
隣
の
指
定
避
難
所
等
を
案
内
し
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
災
害
時
に
多
く
の
要
配
慮
者
が
避

難
す
る
可
能
性
と
福
祉
避
難
所
で
の
受
け
入
れ
能
力

を
踏
ま
え
て
、
原
則
を
示
し
つ
つ
、
災
害
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
時
の
対
応
は
柔
軟
に
考
え
、
現
場
の

混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
す
る
知
恵
が
表
れ

て
い
る
。

内
閣
府
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定

　

本
年
５
月
、
内
閣
府
の
福
祉
避
難
所
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
改
定
さ
れ
、
従
来
、
曖
昧
だ
っ
た
福
祉
避
難
所

の
開
設
時
期
が
次
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
た
。

●�

市
町
村
は
、
災
害
が
発
生
し
又
は
発
生
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合（
災
害
時
）で
、
高
齢
者
等
避
難
が
発

令
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
は
、
指
定
福
祉
避
難
所
を

開
設
す
る
。

　

こ
れ
は
、
市
区
町
村
は
避
難
情
報
段
階
で
早
期
に

福
祉
避
難
所
を
開
設
し
、
し
か
も
一
般
の
避
難
所
を

経
由
す
る
こ
と
な
く
直
接
避
難
で
き
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

な
お
、
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所
の
負
担
に
配
慮

し
、
事
前
に
個
別
避
難
計
画
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
者

を
受
け
入
れ
る
例
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
特
化
し
た
福
祉
避
難
所
と
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　

一
方
で
、
必
ず
し
も
全
て
の
要
配
慮
者
が
福
祉
避

難
所
に
直
接
避
難
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
近
隣
の
避
難
所
の
福

祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
、
親
族
・
知
人
の
家
、
場
合
に
よ
っ

て
は
病
院
な
ど
、
要
配
慮
者
が
避
難
先
を
自
ら
決
定

す
る
余
地
を
広
げ
る
も
の
だ
。

　

市
区
町
村
が
行
政
の
都
合
で
は
な
く
、
要
配
慮
者

の
命
と
尊
厳
、
そ
し
て
主
体
性
を
守
る
観
点
か
ら
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
み
込
み
、
福
祉
避
難
所
の
運
用

を
適
切
に
見
直
す
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
。
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